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苫小牧

第58回全国植樹祭
初夏のそよ風が心地よい、

去る6月 24日、

「明日へ　未来へ　北の大地の森づくり」

をテーマに、

苫小牧市静川にある

つた森山林隣接地をメイン会場として、

第 58回全国植樹祭が開かれました。

北の大地で開催
第58回全国植樹祭
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岐
阜
県
で
開
か
れ
た
全
国
植
樹
祭
か
ら
約
一
年
、

今
年
は
北
海
道
で
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。
北
海
道

で
開
か
れ
る
の
は
、
支
笏
湖
畔
モ
ー
ラ
ッ
プ
地
区
で

行
わ
れ
た
、
昭
和
三
六
年
の
第
一
二
回
大
会
以
来

四
六
年
ぶ
り
二
度
目
の
開
催
。

全
国
の
森
林
面
積
の
約
二
五
％
を
占
め
る
北
海
道

は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
や
生
息
す
る
多
種
多
様

な
生
物
た
ち
の
保
全
、
森
林
と
人
と
の
共
存
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
環
境
問
題
対
策
や
自
然
と
の
つ
き
合
い

方
の
モ
デ
ル
の
一
つ
と
し
て
、
大
き
く
期
待
さ
れ
て

い
る
地
域
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
今
回
は
、
北
海
道
の

特
性
を
出
し
な
が
ら
、
継
続
し
た
森
林
づ
く
り
の
大

切
さ
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

広
大
な
緑
溢
れ
る
大
地
か
ら

全
国
に
ア
ピ
ー
ル

式典を彩る、北海道警察音楽隊などによる演奏展示・販売ブースはどの店も賑わいを見せていました

参加者のほとんどが帽子をかぶり、整然と着席

今回の
シンボルマーク

公募で選ばれたシンボルマーク。長野県・
川本智さんのデザインと、北海道・藤原則
子さんの愛称が選ばれました。北海道の
〈北〉の文字と苗木がモチーフとなり、１
本の〈芽〉から緑豊かな〈森〉が育まれる
ようにと願いを込めて名付けられました。
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［芽
め

森
もりー

］
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参
加
者
は
約
一
万
人
。
天
皇
皇
后

両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
赤
城
徳
彦

農
林
水
産
大
臣
や
林
業
関
係
者
、
公
募

で
集
ま
っ
た
一
般
参
加
者
約
四
〇
〇
〇

人
、
さ
ら
に
北
海
道
警
の
警
察
官
ほ
か

約
二
〇
〇
〇
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
大
会
を

支
え
ま
し
た
。

ほ
ぼ
全
員
に
帽
子
の
着
用
が
義
務
付

け
ら
れ
、
道
内
招
待
者
や
公
募
選
出

者
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
、
運
営
ス
タ
ッ

フ
な
ど
参
加
す
る
立
場
の
違
い
で
、
オ

レ
ン
ジ
や
緑
、
白
な
ど
帽
子
の
カ
ラ
ー

が
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た

場
所
か
ら
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

式
典
前
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
は
、
カ
ム

イ
ノ
ミ
（
ア
イ
ヌ
民
族
に
よ
る
神
へ

の
祈
り
）
で
ス
タ
ー
ト
。
ア
イ
ヌ
の
文

化
遺
産
を
保
存
公
開
す
る
た
め
に
活
動

す
る
財
団
法
人
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
の

方
々
に
よ
る
、
全
国
植
樹
祭
の
成
功
と

参
加
者
全
員
の
健
康
を
願
う
お
祈
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
駒
澤
大
学
附
属
苫
小
牧

高
校
の
吹
奏
楽
局
に
よ
る
ウ
エ
ル
カ

ム
マ
ー
チ
ン
グ
演
奏
が
行
わ
れ
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
交
え
た
軽
快
な
音
楽

北
海
道
を
代
表
す
る

木
々
を
植
樹

は
全
国
植
樹
祭
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
に
天
皇
皇
后
両
陛
下

が
到
着
し
、
式
典
が
始
ま
り
ま
し
た
。

高
橋
は
る
み
北
海
道
知
事
の
挨
拶

な
ど
の
後
、
天
皇
陛
下
か
ら
の
御
言

葉
、
緑
化
功
労
者
な
ど
へ
の
表
彰
な
ど

が
続
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、〈
未
来
か
ら
の
緑
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
〉
と
題
し
た
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
後
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ

る
お
手
植
え
や
お
手
播
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
緑
の
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が

介
添
え
を
担
当
し
、
お
手
植
え
で
は
、

天
皇
陛
下
は
北
海
道
を
代
表
す
る
針
葉

樹
で
あ
る
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
や
ミ
ズ
ナ

ラ
、
ハ
ル
ニ
レ
を
、
皇
后
陛
下
は
ア
カ

エ
ゾ
マ
ツ
や
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ナ
ナ

カ
マ
ド
を
お
植
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
お
手
播
き
で
は
、
天
皇
陛
下
は

北
海
道
三
五
の
市
町
村
で
シ
ン
ボ
ル
ツ

リ
ー
と
さ
れ
て
い
る
イ
チ
イ
と
野
球
の

バ
ッ
ト
の
材
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
オ
ダ

モ
の
種
子
を
、
皇
后
陛
下
は
シ
ラ
カ
ン

バ
と
ハ
マ
ナ
ス
の
種
子
を
お
播
き
に
な

ら
れ
ま
し
た
。
種
子
を
播
か
れ
て
か
ら

介
添
え
の
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
げ
に
会

話
を
さ
れ
て
い
た
天
皇
陛
下
、
苗
木
に

盛
ら
れ
た
土
を
素
手
で
や
さ
し
く
整
え

る
皇
后
陛
下
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

お手播きをされる皇后陛下 お手植えをされる天皇陛下
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アイヌの文化を紹介する財団法人アイヌ民族博物館の方々

苫小牧舞踊協会ダンスチームによるダンスパフォーマンス

今
回
の
開
催
に
あ
た
っ
て
、〈
道
民

と
の
協
働
に
よ
る
森
林
づ
く
り
〉
と
掲

げ
ら
れ
た
開
催
理
念
。
北
海
道
に
ふ
さ

わ
し
い
、
豊
か
な
生
態
系
を
は
ぐ
く
む

森
林
を
守
り
、
育
て
、
将
来
の
世
代
に

し
っ
か
り
と
後
世
に
引
き
継
ご
う
と
い

う
思
い
か
ら
、
こ
の
理
念
に
な
り
ま
し

た
。
豊
富
な
森
林
は
北
海
道
の
魅
力
で

あ
り
、
大
切
な
資
源
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
資
源
を
ど
の
よ
う

に
扱
え
ば
「
美
し
い
森も

林り

づ
く
り
」
に

つ
な
が
る
の
か
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
森

今
後
の
活
動
に

注
目
が
集
ま
る
北
海
道

次回の
シンボルマーク

同じく公募で選ばれた来年秋田県で行われ
る全国植樹祭のシンボルマーク。東京都・
市原麻奈美さんのデザインと、秋田県・菅
真帆さんの愛称が選ばれました。水と緑の
妖精をイメージし、水と緑を子どもたちが
大切に育て、その恵みを受ける様子を表現
しています。

［森
も り

っち］
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林
づ
く
り
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
つ
な

が
る
、
有
意
義
な
全
国
植
樹
祭
だ
っ
た

と
言
え
ま
す
。

森
林
は
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の
か

ん
養
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
生
物
多
様

性
保
全
等
の
公
益
的
機
能
を
有
し
て
お

り
、
国
土
の
三
分
の
二
を
占
め
る
森
林

を
適
切
に
整
備
・
保
全
す
る
「
美
し
い

森
林
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
は
、「
美

し
い
国
創
り
」
の
礎
と
な
る
も
の
で

す
。
国
土
緑
化
運
動
の
中
心
的
行
事
で

あ
る
全
国
植
樹
祭
を
契
機
と
し
て
、
さ

ま
ざ
な
ま
森
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
今

後
と
も
持
続
的
な
国
民
運
動
と
し
て
展

開
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

赤城徳彦農林水産大臣も式典に参加




